
  様式第１　(第７条関係)

　令和○○ 年 △△ 月 □□ 日

   江南市長　　　　　　　　　　　　　　　

住 所 江南市赤童子町大堀９０

氏 名 江南　　太郎

電 話 番 号 0587-54-1111

　 下記のとおり漏水修理をしましたので、令和○○ 年 ◇◇ ・ △△ 月分の使用水量の認定をお願いします。

記

　　江 南 市 般 若 町 中 山 146 番 地

　　φ　　13      　mm （ﾒｰﾀｰ番号　  A14 　-　9999 　　　　　　　）

例１　地中配管のVP20ミリソケット部から漏水のため、前後の配管を含め布設替え

　　　により修理。

例２　コンクリート下の水栓柱ガイドナットシモクφ13を交換修理。

 自 :  令和○○ 年  △△ 月  ▲▲ 日  ～  至 :  令和○○ 年 △△ 月　◆◆ 日

※修理前・修理後の写真を添付すること

         　 　   令和○○ 年  △△ 月 ▽▽ 日

住 所 　　江南市北野町川石25番地1

名 称 ・ 氏 名 　　○○水道工事店

代 表 者 名 　　水 道　　太 郎
　

　◎印部分は市で記載します

 

＜記載例＞

使 用 水 量 の 認 定 申 請 書

江 南 市 水 道 事 業

申 請 者 ( 給 水 装 置 使 用 者 )

給 水 装 置 設 置 場 所

検 査 時 指 針  ◎　　　　　　　　　　　　　　　㎥　　　

例３　　浴室床下の鉄管の劣化による思われるが、床下のため漏水箇所・原因は不明

漏 水 状 況
( 具 体 的 に )
※修理状況等

例３　床下のため漏水箇所の特定ができず、屋外露出配管にて修理。

漏 水 修 理 期 間

上 記 の と お り 漏 水 修 理 を 行 っ た こ と を 証 明 し ま す 。

指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者

漏

水

箇

所

及

び

内

容

口 径

漏 水 箇 所
及 び 原 因

例１　　温水器前の地中配管が老朽化

例２　　水栓柱下部のガイドナット付シモクパッキンの腐食

検 査 年 月 日  ◎　　　　　年 　　　月 　　　日
お　客　さ　ま　番　号

　◎

対象月が不明の場合は、
空欄でお願いします。

申請者が法人の場合は、住所には主たる事務所
の所在地、氏名には法人名称および代表者氏名
をご記入の上、代表者印の押印をお願いします。

漏水箇所が不可視部分であることが
はっきりするようにご記入ください。
× トイレへの給水管
○ トイレへの壁内給水管 など

漏水箇所・原因が不明などの場合は、詳細把握のため
に修理方法などのご記入をお願いします。


